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 新型コロナウイルス感染症拡大による入院中の子ども

を支える上での看護師と保育士の困難感

田　中　美　樹＊＊・吉　川　未　桜＊＊＊＊・吉　田　麻　美＊＊＊＊＊

中　原　雄　一＊＊＊・杉　野　寿　子＊・池　田　孝　博＊

抄録　2021年に実施した小児病棟における看護師と保育士の協働・連携に関する全国調査の中

で、新型コロナウイルス感染拡大による様々な制限を余儀なくされた小児病棟において、入院中

の子どもたちの生活を守る上での困難感に関する自由記述について、質的データ分析ソフト

MAXQDA2022を用い分析した。その結果、「面会」「制限」「プレイルーム」「こども・患児」「家

族・きょうだい」「ストレス」「さみしさ」など16カテゴリーが抽出された。感染予防のための面

会やプレイルーム使用などの「制限」が、子どもの入院環境や精神面に影響し、「ストレス」や「さ

みしさ」につながっていることが示された。

　このような制限下で、看護師や保育士はそれぞれの専門的な立場から、面会方法や遊びの工夫

などを試行錯誤しながら、子どもの入院生活を支え、子ども権利擁護や家族支援に努めているこ

とが分かった。

キーワード　 新型コロナウイルス感染拡大　小児病棟　子どもの入院生活　困難感

１．はじめに

入院中であっても「子どもらしく（その子ら

しく）居られること」は子どもたちの願いであ

る。子どもが一人の人間として医療を受ける際

の権利を守るため、1988年の「病院の子ども憲

章」１）、1989年の「児童の権利に関する条約（以

後、子どもの権利条約）」２）（日本は1994年に批

准）、1999年の日本看護協会「小児看護領域で

特に求められる留意すべき子どもの権利と必要

な看護行為」３）等に提示されて以降、「病院の

中で子どもが子どもらしく居られる」ための

様々な実践・努力が続けられている。

2020年、新型コロナウイルス感染症のパンデ

ミックにより世界は一変した。医療は逼迫し、

子どもたちの入院する小児病棟でも様々な制限
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が設けられることとなった。しかし、どんな時

でも子どもの最善の利益を追求したケアは、小

児医療・小児看護において最重要課題である。

そこで、我々は2021年に実施した小児病棟に

おける看護師と保育士の協働・連携に関する全

国調査の中で、コロナ禍の様々な制限を余儀な

くされた現場において、子どもたちの子どもら

しい生活を守るための困難さについて明らかに

することを目的とした。新型コロナウイルス感

染拡大（以下、コロナ禍）が入院中の子どもた

ちに与えている影響や看護師・保育士がその影

響をどのように認識し対処しようとしているの

かについての報告は数少ない。そのため、本調

査によりコロナ禍の小児病棟への影響と課題が

明らかになり、今後起こりうる新興感染症パン

デミックへの備えの一助となると考える。

２．調査の概要

１）研究方法

質問紙調査による質的（自由記述部分）研究

２）調査対象施設および対象者

調査対象施設は、2019年12月17日時点の日本

小児科学会小児科専門医研修／基幹施設と、「小

児医療提供体制に関する調査報告書」４）に提示

されている中核病院・地域小児科センターおよ

び地域振興小児科Ａを併せ、重複を除いた668

施設のうち、HP等で小児病棟がないと判明し

た施設を除いた合計661施設とした。調査対象

者はこれらの施設管理者へ文書にて本研究への

参加協力を依頼し、承諾の得られた80施設の小

児病棟看護師および保育士である。

なお、本調査における保育士とは、子どもが

入院する病院・病棟に配属されている保育士と

する。

３）調査期間と方法

調査は2021年６月～８月の期間で実施した。

質問紙の配布は、80施設の施設管理者からの

同意書に記載された看護師および保育士の人数

分（看護師用2240部、保育士用168部）を郵送

し、留め置き法にて任意での無記名自記式質問

紙調査を依頼した。研究対象者用封筒には、研

究目的、研究内容、研究結果の利用、研究協力

に関する倫理的配慮等を明記した依頼文書およ

び同意撤回時のトレーサビリティのための同意

書・同意撤回書を同封し、同意する場合にのみ

調査紙と返送用同意書と合わせて返信用封筒で

の個別投函を依頼した。

４）調査内容

本研究の調査項目は、先行研究を参考５）６）

に、研究者らで自作した「研究対象施設の概要」

「研究対象者の基本属性」「保育士と看護師が小

児病棟に入院する子どもの生活を支えるための

日々の業務内容」「看護師と保育士の協働の現

状」の他に、自由記述で「小児病棟おいてコロ

ナ禍により入院中の子どもの生活を支える上で

困難になったこと」について回答を求めた。本

稿では、この自由記述部分のコロナ禍による看

護師と保育士の困難感に関する分析結果のみを

報告する。

５）分析方法

質的データ分析ソフトMAXQDA2022を用

い、自由記述内の単語の頻度を抽出後、頻出単

語をもとに16のカテゴリーを抽出した。また、

その16カテゴリーと看護師・保育士のクロス表

および、各カテゴリー間の関係性を示すマップ
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を作成し分析を行った。対象者の属性について

は、単純集計を行った。

６）倫理的配慮

福岡県立大学研究倫理委員会の承認を得て実

施した（承認番号：2020-23）。調査に際して、

施設管理者および対象者には、本研究の目的と

趣旨、研究への参加および辞退の自由、個人情

報の管理方法と研究終了後の保護方法、調査結

の目的外使用の禁止等について書面で説明し、

研究協力同意書と回答の返信をもって研究協力

の同意を得られたとした。また、対象者に対し

て研究協力への強制力がかからないよう、病棟

内の特定の場所に質問紙等を設置していただ

き、対象者が質問紙を各自の意思で受け取れる

よう依頼した。さらに、同意書を元に研究者に

だけ分かる対応表を作成し、無記名質問紙と対

応表は別々の鍵付きの場所に保管されること、

質問紙返送後も同意撤回書が提出された際には

公表前であればいつでも研究協力を中断でき、

データは速やかに破棄されること等を依頼文書

で説明した。

３．調査結果のまとめ

１）対象者の属性（表１）（表２）

回答数は、看護師427名（回収率19.1％）、保

育士76名（回収率45.2％）であった。看護師の

主な所属施設は、一般病院や大学病院・大学分

院が約90％、小児専門病院が約８％であった。

保育士の主な所属施設は、一般病院や大学病

院・大学分院が75％、小児専門病院が約16％で

あった。小児病棟での経験年数は、看護師・保

育士共に平均ではいずれも５～７年で５年未満

の者が約半数を占めた。

また、全対象者のうち、「コロナ禍による入

表１　対象者の属性（看護師：n＝427）

表２　対象者の属性（保育士：n＝76）
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院中の子どもを支える上での困難さ」について

の回答したのは全体の回答数503名中の330名

（65％）で、内訳は看護師265名（62％）、保育

士65名（86％）であった。

２）看護師と保育士の困難感とその対応（表３）

（表４）

コロナ禍に伴う困難感に関するカテゴリー名

を「　」、その対応について≪≫で表記する。

コロナ禍に伴う小児病棟における困難感のカテ

ゴリー分類では、「面会」に関する記載内容が

最も多く、次いで順に「制限」「プレイルーム」

「こども・患児」「できない」「家族・きょうだい」

「つきそい」「イベント・行事」に関する内容の

記載が多かった。

面会に関して、小児病棟ではコロナ禍以前に

おいて、子どもが罹患しやすい感染症（水痘、

流行性耳下腺炎など）への配慮のため、きょう

だいへの面会制限を設けている施設が多く７）、

看護師は入院中の子どもへの感染症の拡大防止

のための当然の配慮として実行してきた。しか

し、コロナ禍では、いかなる年齢に関わらず全

てのきょうだい、さらには親や祖父母まで面会

制限をせざるを得ない状況となり、厳しい制限

に困難さを感じたのではないかと推測される。

面会制限や禁止により、病室内で一人入院生活

を送る子どもへの影響は多大であることが予測

され、看護師は≪窓越しでの面会≫≪Web面

会≫などの対応を取り入れ、面会制限の影響を

最小限する取り組みを行っていることが分かっ

た。また、保育士は限られた面会時間の中で、

できる限り≪親子水入らず、ゆっくり過ごすた

めの配慮≫をして、子どもが自宅にいるように

家族と過ごせる貴重な時間を大切にしていた。

「こども・患児」「イベント・行事」について、

保育士は入院中であっても、その子らしく、生

活することや季節感を感じることを大切にし、

専門性を活かした取り組みを日々実施しており、

それらが十分にできないことへの困難を感じて

いたことがうかがえる。渡辺らは、入院しても

表３　新型コロナウイルス感染拡大に伴う小児病棟における困難感カテゴリーのクロス集計 

N＝330（看護師265・保育士65）

 5   1.9  6 9.2 11  3.3
28  10.6 12 18.5 40  12.1
21  7.9  4 6.2 25  7.6
65  24.5 20 30.8 85  25.8
15  5.7 11 16.9 26  7.9
 7   2.6  1 1.5  8   2.4
28  10.6  6 9.2 34  10.3
46  17.4 10 15.4 56  17.0
59  22.3  9 13.8 68  20.6
74  27.9 18 27.7 92  27.9
58  21.9  9 13.8 67  20.3
19  7.2  9 13.8 28  8.5
95  35.8 20 30.8 115 34.8
11  4.2  5 7.7 16  4.8
10  3.8  3 4.6 13  3.9
114 43.0 12 18.5 126 38.2
655 155 810
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表４　新型コロナウイルス感染拡大に伴う小児病棟における困難感とその対応
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自分の居場所があることに再び気づき、自分を

取り戻せるようになることが大事であると述べ

ているように８）、保育士は困難の中で、イベント

や行事の開催方法や、病室内でも楽しめる遊び

の工夫を凝らして実施していたことが分かった。

看護師と保育士の記載内容を比較しても大き

な差はなかったが、「面会」「つきそい」に関し

ては、看護師の方が保育士に比べ、より困難な

こととして捉えていた。一方、「こども・患児」

「イベント・行事」については保育士の方がよ

り困難感を抱えていることが分かった。小児病

棟の子どもにとって、医療者は日常では経験し

ない医療行為を行う非日常的な存在であるが、

保育士は遊びや生活援助などを行う日常的な存

在である。つまり、保育士は医療という非日常

の中で、遊びや日々の生活習慣を保持し日常的

な行為を子どもに体験させることで、入院によ

る子どもへの悪影響を最小限にとどめられるこ

とが専門性として求められており９）、コロナ禍

においても、≪子どもらしく過ごせる空間の確

保≫や≪病室内でも遊べる工夫≫≪行事開催の

工夫≫などを行い、子どもの日常を取り戻そう

としていたことが分かった。

看護師、保育士ともに困難さの上位にあがっ

ていた「プレイルーム」について、利用禁止や

人数や時間制限により、子どもが病室内だけで

過ごし、子ども同士で関われないことへの苦悩

や、それらについて子どもへ理解を求めること

の難しさを感じていた。さらに、小児病棟をコ

ロナ専用病棟として使用することで成人との混

合病棟となり、大人の環境の中で子どもらしく

過ごせない子どもへの申し訳なさに苦悩してい

図１　新型コロナウイルス感染拡大に伴う小児病棟における困難感カテゴリー間の関係性
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た。このような苦悩の中で、看護師と保育士は

プレイルームの使用禁止や制限が続く中、「病

室内に遊ぶスペースを作成」や、時間や場所を

決めて「プレイルームの一部を開放」するなど

感染対策を講じながら、子どもの遊びへの対応

を行っていた。これらの対応により、子どもは

遊びを通してのコミュニケーションで、コロナ

禍での入院生活による緊張感や恐怖心から短時

間でも解放され、気持ちに折り合いを付けなが

ら、治療に臨むことができたとのではないかと

考える。

３）カテゴリー間の関係性

各カテゴリー間の関係性について図１に示

す。本図は、カテゴリー同士の関係性およびク

ラスター分けを図示している。カテゴリー名と

プロットの大きさは、自由記述内の出現回数を

示し、文章内における関係性の深いカテゴリー

同士が近くに配置され、太い線で結ばれている。

最も出現頻度が高かった「面会」は「制限」

と最も結びつきが強く、その他「家族・きょう

だい」「つきそい」次いで「ストレス」と結び

つきが強く、コロナ禍における面会制限やそれ

に伴う家族への影響が示された。また、次に出

現頻度が高い「制限」は「面会」「プレイルーム」

また、「こども・患児」「同士」と結びつきが強

かった。さらに、「コロナ禍」「病室」「イベント・

行事」や「あそび」「さみしさ」との結びつき

も示され、コロナ禍における感染対策による

「制限」が子どもの入院生活に関する多くのこ

とに影響していることが示された。

４．まとめ

本稿では、2021年に実施した小児病棟におけ

る看護師と保育士の協働・連携に関する全国調

査の中で、コロナ禍で様々な制限を余儀なくさ

れた小児病棟において、子どもたちの生活を守

るための困難さに関する自由記述を分析した。

看護師と保育士の主な困難感は、家族への面

会や付き添い制限と禁止により、入院中の子ど

もがひとり病院で生活し、寂しさやストレスを

感じているということに対する苦しさであっ

た。次いで、プレイルーム使用禁止や制限によ

る遊ぶ時間や子ども同士の関わりの減少が、遊

びの保障や成長発達の促進の機会を奪うことに

つながっていることへの申し訳なさであった。

コロナ禍による入院生活環境の変化が、子ど

もにもたらした影響については、2020年～2021

年にかけて、日本小児看護学会「COVIID-19と

子どもの療養生活ワーキンググループ」が行っ

た調査結果10）と同様の結果となった。例えば、

50％超の看護師が子どもの入院生活に“かなり

影響がある”と回答しており、“少し影響があ

る”または、“まあまあ影響がある”を合わせる

と98％であった。また、上記調査の自由記述の

中には「患児同士の接触の減少」「面会者も少

なく辛い入院生活」「気分転換やストレス発散

の場がない」とあり、今回の調査で看護師と保

育士の両専門職が困難なことに記載していた内

容と一致した。

2022年に入り、新型コロナウイルス感染によ

る行動制限が徐々に解除され、通常の日常生活

が戻ってきている。しかし、2021年頃より子ど

もへの感染例も数多く報告され始め、面会等の

制限が今なお継続している。また、小児医療に

関わる多くの専門職が感染者や濃厚接触者にな

り医療が逼迫し、時間をかけて子どもたちと関

わることができなくなるなど、小児病棟におけ

る子どもの療養生活は、「病院の子ども憲章」
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や日本看護協会「小児看護領域で特に求められ

る留意すべき子どもの権利と必要な看護行為」

が推奨する内容とは、まだかけ離れていると感

じる。

一方で、小児病棟で勤務する看護師や保育士

は、お互いの専門性を活かしながら、コロナ禍

においても子どもらしい生活を守るため、日々

工夫をしていることが分かった。例えば、看護

師は面会制限下でさみしい思いをしている子ど

もの側に寄り添い支え、保育士は制限下でも楽

しく遊べる工夫や子ども同士で関わることがで

きる方法を模索していた。さらに、付き添いや

面会制限でストレスを抱えている家族への支援

も試みており、コロナ禍での制限に苦しみなが

らも感染対策を講じ、子どもの権利を擁護する

ため支援および家族支援を行っていることが分

かった。これらの制限下での支援経験が、今後

の新型コロナウイルス感染の再拡大や、今後起

こりうる新興感染症パンデミック時における子

どもの入院生活への支援に活かされることが望

まれる。
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